
動力噴^1幾イ呆言正^(大切に保管してください)
この度は弊社製品をお買上げいただき、誠にありがとうございます。
弊社では、本製品を末永くご使用いただくため、保証業務を行っております。
1 本製品は、厳密な品質管理と検査を経てお届けしたものですが、万一保証期間内に、
注意ラベル、取扱説明書の注意書きに従った正常な使用状態で故障した場合は、
商品に本保証書を添えて、お買上げの販売店に修理をご依頼ください。
2.保証期間内でも次のような場合は、有料修理になります。
①ご使用上の誤り、及び不当な修理や改造による故障、又は損傷。
②火災、地震、即K害、雷、その他天災地変、塩害、公害や異常電圧による加章又は損傷。
③消耗部品(パッキン、 0 りング等)の損耗交換時の部品代、及び修理代。
④保管状態が適当でない場合の故障、又は損傷。
⑤本保証書のご提示がない場合。

⑥本保証書の所定事項の未Z己入、あるいは字句を弊社の溌忍を得ることなく修正した場合。
3.本保ヨ正書は、再発行いたしませんので、大切に保管してください。
4.本保ヨ正書は、日本国内においてのみ有効です。 This worronty is volid only in J叩卯.

※本保証書に記載された内容のもとにおいて、無料修理を行うことをお約束するもの
で、本保証書によって、お客様の法律上の権利を制限するものではありません。
※保ヨ正期間経過後の修理等にっいてのご不明な点は、お買上げの販売店にお問い合わせ
ください。
※お客様にご記入いただいた保証書の内容は、保証期間内のサービス活動および、その
後の安全活動のために、ご利用させてぃただく事がございますのでご了承ください。
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ご使用前に、必ず取扱説明書をよく読んで正しく作業してください
取扱説明書の指示内容を守ってください
守られなかっだ場合は、死亡荻たは重傷事故を起こす恐れがあり荻す
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はじめに
このたびは本製品をお買い上げいただき、荻ことにありがとぅござい薮す。
この取扱説明書には、安全に使用していだだくための要点を記してあり荻すので、ご使用前に必

ずよくお読みになり、正しくご使用ください。お読みになった後は、いつでも読める場所に保管

してください。また、本書を汚損しだり紛失した場合は、お買い上げの販売店にご注文いだだき、
大切に保管してください。

本書に記載しだと△の表示のある注意事項や、機械に貼られたと△の表示のあるラベルは、人身
事故等の危険が考えられる重要な項目です。よくお読みになり、必ずお守りください。荻た、ム》
の表示のあるラベルが汚損しだりはがれだ場合は、お買い上げの販売店にご注文いだだき、必ず
所定の位置にお貼りください。

本書に記載しだと△の表示のある注意事項や、機械に貼られたと△の表示のあるラベルでは、特
に重要と考えられる取り扱い上の注意事項について、次のように3段階に分けて表示してい荻す。

企危険

企竺出
! j主,冒、

尚、製品の故障や損傷につながる使い方に関する注意事項については、取扱説明書、機械に貼

られだラベルともに、^の表示を用いてい荻す。

●その警告文に従わなかっだ場合、死亡萩だは重傷を負うことになります。

^女全のために必ずお寸りください

●その警告文に従わなかっだ場合、死亡荻たは重傷を負う危険性があり荻す。

●その警告文に従わなかった場合、けがを負う恐れがあり弐す。

企危険

【作業の前に】
●次に該当する方は、この製品を使用しないでください。
◎酒気をおびた者
◎過労、病気、薬物(農薬を含む)の影響その他の理由により、正常な防除作業が
できない者
◎妊娠中の者
◎満巧才未満の者
◎負傷中の者、生理中の女性等農薬による影響を受けやすい者
●作業前に接続部のパッキンの脱落がないこと、各ネジ部にゆるみがないこと、ホー
スに亀裂、摩耗、破損がないこと等、各部に異常がないことを確認してください。
●薬液タンクに薬液を入れた状態で、自動車などで運搬しないでください。薬液が漏
れる可能性があり荻す。自動車などで運搬する時は、薬液を抜いてください。
●安全性を損なう恐れがあり荻すので、改造しないでください。
●この製品を他人に貸与荻たは、譲渡する場合は、必ず取扱説明書を添付し、良く読
んでから使用するように指導してください。
●薬害を起こす危険性があり荻すので、製品本体は防除、除草での兼用使用はしない
でください。

【農薬・薬液の取り扱い】
●防除、除草用の農園芸用薬品の散布、散水用途以外には使用しないでください。
●やけど、火災の恐れがあり荻すので、強酸性の薬品・塗料・シンナー・ガソリン・
灯油・ベンジン等は、絶対に使用しないでください。
●調合が適切でない薬液は、作物を傷めるだけでなく、人体にも有害になる恐れがあ
り荻す。薬液の調合の際は、薬液の使用上の注意をよく読み、正しく希釈してから
使用してください。

●感電の恐れがあり荻すので、屋内の水気のない場所で乾電池を挿入して
ください。
●濡れだ手で乾電池を取り扱わないでください。
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【農薬・薬液の取り扱い】
●農薬は、必ず専用の保管箱に鍵をかけて保管し、絶対に食品や食器と一緒に保管し
ないでください。
●農薬は、誤使用、誤飲の危険があり談すので、絶対に別の容器に移し替えないでく
ださい。
●農薬の空容器は、散布液調合時に必ずよく洗い、薬品メーカの指示に従って、その
都度正しく処分してください。空容器を洗っだ水は、薬害のない方法で処分してく
ださい。

【作業中】
●薬品の吸入や付着による事故を防ぐだめ、帽子、保護眼鏡、保護マスク、ゴム手袋、
長袖の保護衣、長ズボン、ゴム長靴を着用し、皮膚が露出せず危険のない服装で作
業を行ってください。
●水道、河川、水源地、池、沼、下水道などを汚染しないように、荻だ、人体や散布
対象物以外のものにかからないよう、風や周囲の状況に充分注意して作業を行って
ください。

気分が少しでも悪くなっだ時は、直ち●作業中、作業後にめ荻い、頭痛を生じたり、
に作業を中止し、医師の診察を受けてください。
●薬液を入れた状態でタンクを傾けると、タンクキャップの空気穴から薬液が出る事
があり荻す。薬液タンクは傾けだり、落下させないでください。
●作業中に噴口部を清掃する時は、顔面等に薬液がかかる恐れがあり談すので、必ず
電源スイッチをOFFにし、レバーコックを開いて残圧を抜いてから、噴口部を取り
外して清掃してください。

【作業後と保管】
●作業後は手足はもちろん、全身を石鹸
でよく洗うとともに、目の水洗いとう
がいをしてください。作業期間中は、
衣服を毎日取り替えてください。
●余った薬液、及ぴ機械の洗浄水は、水
道、河川、水源地、池、沼、下水道に

一①一

流入して被害を及ほさないよう、薬害
安全作業のための服装

のない方法で処分してください。
●前回使用しだ薬液が、タンク、ホース、噴口等の内部に残っていると薬害を起こす
危険性があり荻す。使用後は残っている薬液を充分に洗い流してください。
●使用後は充分洗浄し、屋内の直射日光が当たらず、風通しの良い、子供の手の届か
ない場所に保管してください。

雫 ^梱包邵叩一貞
最初に梱包部品が全部そろっているかどうか、輸送中の事故で破損している部品がないかを確認し
てください。もしも、欠品荻たは破損などがあり弐しだら、製品名・型式・製造番号と共にお買い
上げの販売店にお知らせください。(製造番号は3ページを参照してください。)

y

"

保護マスク

"

自在ジエットノズル

本体部一式

※保証書(本書末尾)は、お客様が保証修理を受けられる際に必要となるものです。お読みになった後は、大切に保管してくだ
さい。
※単一形・単三形アルカリ乾電池4本は同梱されてぃミせん。(乾電池別売)
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製品名:5ι乾電池式動噴

ノズルパイプ

ゴム手袋

名

帽子

保護眼鏡

吸引機

数

長袖の保護衣

長ズボン

備考

ゴム長靴

型式 DP・5DX

電池ケース(単一形)

取扱説明書

電池ケース(単三形)

名

タンクバンド

数 備考
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^各邵の名称と製叩に貼付されたラベルにっいて
●ラベル部はいつもきれいにして、傷つけないようにしてください。
●ラベルが汚損したり、はがれた場合は、お買い上げの販売店にラベル品番とともに注文し、
新しいラベルに貼り替えてください。

●新しいラベルを貼る場合は、貼付面の汚れをふき取り、乾いた面にして、元の位置に貼って
ください。

吐出ホース

6畏電尋鶚

レバーコック

コ交凱li"f^ミt・゛

重要・注意ラベル

肩掛けバンド取付穴

ポンプユニット固定クリップ
(クリツプの下部を上に持ち上げるとロック解除でき荻.す。)

電源スイッチ

、、ー

罫

ノズルパイプ

、、、

'プ

、

^・本製品は、アルカリ乾電池を使用してください
厘^・乾電池の向きは正しく入れてください
唖^・使用後は乾電池を抜いて保管してください

噴口

ご使用の前に必ず取扱説明書をよくお読みください
農園芸用以外の薬品は使用できません
農薬の説明書をよくお読みになり正しい希釈倍率でこ
使用ください

農薬の吸入や付着による事故を防ぐため、帽子、保護
眼鏡、保護マスク、ゴム手袋、長袖の保護衣、長ズボ
ン、ゴム長靴を着用し、皮膚が露出せず危
険のない服装で作業を行ってください
作業中は人体や必要以外の作物、動植物にかからない
よう風や周囲の状況に充分注意してください
ハウス内では、必ず換気を行いながら作業してください
使用後は充分洗浄し、屋内の直射日光が当たらず凍結
しない、子供の手の届かない場所に保管してください

^仕様

合注

肩掛けバント

製品型式

本体寸法

ノヤツタ

質

吸引機

重要・注意ラベル品番:69200郭60

型

.

DP-5DX

最高圧力

高さ30ommX幅190mmX奥行き340mm

モ

吸水

,

式

2.3k三値Z電池質量含まず)

消費

タ形式

使用推奨乾電池

5ι

ダイヤフラムポンプ

'

付

03Mpa

流

13 ι/min

用

属

6>直流モータ

692005560

噴

罵

絵

12A

吐

口

単一形アルカリ乾電池4本(※単三形も使用できます。)

タンクバンド

ドレンキヤップ

製造番号

薬液タンク

自在ジェットノズル、ノズルパイプ、電池ケース(単一形、単三形)
取扱説明書、吸引機、タンクバンド

連続使用時間

出

名

゜/'

総吐出量

※上記の性能値は、アルカリ乾電池を使用し、霧の状態が悪くなるまで運転した当社テスト値であり、保証値では
ありません。使用環境により、その値は変化します。
※連続使用時問、総吐出量の()内は単三形アルカリ乾電池を使用した際の値となります。
※改良のため、予告なく仕様を変亜する事があります。

作業を始める前に

ーご"

防除、除草等を目的とした一般農薬およぴ、常温清水の散布

一③一

自在ジエットノズル

0.48 ι/min
(霧が開の場合)

犬ンプユニット

5-1:機器の取り付け
肩掛けバンドのフックが、ポンプユニット握手部の穴に確実に組み付いている事を確認してくだ
さい。

また、作業しやすぃように肩掛けバンドの長さを調節します。
下記イラストを参照して機器を取り付けます。

レバーコックにノズルパイプ、噴口(PB参照)を取り付けます。
※このとき、パッキン、 0りングの脱落がないことを確認してください。

5時問30分

160ι(霧が開の場合)

貞

劇
'

(※ 1時問)

(※ 30の

噴ロパツキンノズルパイプ 0りング
.＼________ご11Y四_____t l'

●作業前に各ネジ部にゆるみがないこと、接続部のパツキン、 0りングの脱落がないこと、
ホースに亀裂、摩耗、破損がないこと等、各部に異常がないことを確認してください。
●安全性を損なう恐れがあり弐すので、付属ホース、レバーコツク、ノズルパイプ、噴口は
他の用途 q也の動力噴霧機での使用、コンプレッサでの使用等)には使用しないでくださ
い。

●破損の恐れがありますので、ホースを無理にねじったり、引っ張っだり、曲げだりしない
でください。
●作業中以外は、レバーコックを停止の状態にしてください。

'^」

ι一

レバーコック

,/

逃更"ー
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タンク合至
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5-2:薬液の調合、充填
電源スイッチがOFF (P6スイッチ図参照)になってぃることを確認し、調合した薬液を薬液タンクに充填
し薮す。
1)薬液タンクには、薬液が5ι入ります。薬液タンクに目盛りが付いてますので、作業の自安と
してください。

2)薬液の充填方法
方法1:ドレンキャップを外し、ドレンロより充填。
方法2:ポンプユニット固定クリップを4箇所外し、

ポンプユニットを薬液タンクより取り外して
充j真。

3)タンクパンドの装着
固定クリップを固定した後、安全の為、タンクバンド
を右のイラストの様に取り付け、矢印の方向に引いて
固定してください。

●防除・除草用薬品の散布、散水用途以外には使用しないでください。
●強酸性の薬品・塗料・シンナー等は絶対に使用しないでください。
●薬液の調合の際は、必ず薬品メーカの指示に従ってください。調合が適切でない農薬は、
作物を傷めるだけでなく、人体にも有害になることがあり荻す。
●薬液を入れ終わっだら、ドレンキャップ、又は、ボンプユニット固定クリップを確実に取
り付けてください。
●薬液タンクに薬液を入れだ状態で、自動車などで運搬しないでください。薬液が漏れる可
能性があり荻す。自動車などで運搬する時は、薬液を抜いてください。

(重要)

^作業

●薬液を薬液タンクに入れる際は、別の容器でよく撹押して、異物やゴミが混入しな
いよう注意してください。(薬液に異物やゴミが混ざっていると、故障の原因にな
り荻す。)

●土壌消毒剤・土壌燥蒸剤は、故障の原因となり荻すので、使用しないでください。

'ー.ー'、_、ι1

"、t."戸'

6-1:作業の前に

引いて固定
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<シャッタを閉じる>
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●農薬の吸入や付着による事故を防ぐだめ、帽子、保護眼鏡、保護マスク、ゴム手袋、長袖の
保護衣、長ズボン、ゴム長靴を着用し、皮膚が露出せず危険のない服装で作業を行ってくだ
さい。

●水道、河川、水源地、池、沼、下水道などを汚染しないように、萩た、人体や散布対象物以
外のものにかからないよう、風や周囲の状況に充分注意して作業を行ってください。
●薬液を入れた状態でタンクを傾けると、ポンプユニットの空気穴や、ボンプユニット接合部
より薬液が出る事があり薮す。薬液タンクは、傾けたり、落下させないでください。
●作業中、作業後にめ荻い、頭痛を生じ、荻たは気分が少しでも悪くなった時は、直ちに作業
を中止し、医師の診察を受けてください。
●作業中に噴口部を清掃する時は、顔面などに薬液がかかる恐れがあり荻すので、必ず電源ス
イッチをOFF1こし、レバーコックを開いて残圧を抜いてから、噴口部を取り外して清掃して
ください。
●噴口の交換を行う時は、必ずポンプユニットの電源スイッチをOFFにし、レバーコックを開
いて残圧を抜いてから行ってください。

.

ドレンロ

注̂
,冒、

6-2:作業開始
1)乾電池を入れ荻す
付属の電池ケースに乾電池を入れてください。

匝要)

(重要)

●乾電池の向きは右のイラストの様に、正
しく電池ケースに入れてください。

皐

次の場合、乾電池の液漏れや、発熱の原因になり談すので必ずお守りください。
●新品の乾電池と古い乾電池を、一緒に使用しないでください。
●種類の異なる乾電池を一緒に使用しないでください。
(アルカリ乾電池、マンガン乾電池、二次電池(充電電池)等)
●同種の乾電池であっても、メーカの異なる電池を一緒に使用しないでください0
●乾電池の向きは正しくセットしてください。
●使用後は、乾電池を必ず取り出してください。

●薬液タンクに薬液、あるいは清水が入っていることを確認してください。薬液タンク
が空の状態でボンプの運転を続けると、ポンプを損傷する恐れがあり荻す。
●冬期等、気温が低い状態で使用しだ場合は、連続使用時間が短くなっだり、性能が充
分発揮されない事があり萩す。

,

乾電池の内容液は、アルカリ性の液体が入ってい薮す。液漏れ等で、このアルカリ性の
液体が、衣服に付着しだ時は、きれいな水で洗い流してください。薮た、皮膚に付着し
だり、眼に入った時は、直ちにきれいな水で洗った後、医師の診察を受けてください0

2)電池ケースの向きに注意して本体に挿入し荻す。
3)シャッタを閉じます。
シャッタで電池ケースを押しながら矢印の方向にスライ
ドさせ、ポンプユニット縁にシャッタ爪をはめてください。

一⑤一

電池ケース
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指で押しながらシャッタを
スライドさせる。

、'ξ._

※電池ケースの向きに注意

<電池ケースの取り出し>
電池ケースを取り出す時は、シャッタを軽く押しながら矢
印の方向にスライドさせてください。

乾電池が上側に向くようにセットし荻す

0

。、ι」

ゞ

0

電池ケースを取り出す時は、ポンプユニツトとシャツ

タに指をはさみ込荻ないように注意してください。

(重要)

シャッタで電池ケースを押し
ながらスライドさせる。
、阿露X
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4)電源を入れる
電源スイッチをONにしてください。

●電池ケースが取れなくなることがあり弐すので、
空の電池ケースを本体に強く押し込弐ないでく
ださい。

くシャッタを開<>

(電池ケースの取り出し)
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5)レバーコックの操作
0レパーを握った状態【開】

0レバーを放した状態【閉】

0ストッパを使用した場合

(ストッパをフックにかける)

連続噴霧(開)

フックーー「一ー、ー

""、、ストッパ

噴霧(断続噴霧)

停止

※0.3Mpaで作動する圧カスイッチが搭載されてい荻すので、レバーコツクを閉じると圧カスイツ
チが作動し、モータ・ポンプは停止し荻す。故障ではあり荻せん。
(タンク内に液体がない時、圧カスイッチは作動し荻せん。)

6)周囲の状況を確認し、レバーコックを操作して噴霧作業を行い荻す。
フ)散布作業が終了したら、電源スイッチをOFFにし、レバーコツクを開き残圧を抜いて
ください。

フック

ストッハ

●散布作業を中断し、移動弐だは放置するときは、不用意な散布などを防止するため、電源ス
イッチを必ずOFFにし、レバーコックを開いて残圧を抜いてください。残圧を抜いだ後は、
ストッパを使用してレバーロックをしてください。
●作業中に噴口部を清掃、交換する時は、顔面などに薬液がかかる恐れがあり荻すので、必ず
電源スイッチをOFFにし、レバーコックを開いて残圧を抜いてから、噴口部を取り外して
行ってください。

レバーロック(閉)

(ストッパをフックに当てる)

フツクーーーーーー

ストッパ^

握る【開】

(重要)

放す【閉】

●タンク内の薬液が少なくなり、吸水ストレーナからエア(気泡)を吸い込んだ時、
霧の状態が悪く、圧カスイッチが動作しにくいことがあり荻す。
ポンプの構造上、ボンプ内にエアを噛み込み、圧力が上がらなくなることが原因で
す。この様な時は、レバーコックを【開】の状態にした荻ま、電源スイツチをOFF
にし、再ぴONにすると、ポンプ内のエアが抜け、圧力が正常の状態に戻り荻す。
●電気系統が故障することがあり荻すので、薬液タンクからポンプユニツトを取り外
した状態で作業をしないでください。荻だ、ポンプユニット内部に噴霧しないでく
ださい。

^こ使用後のお手入れと保、
フ-1:作業が終わったら

フ-2:本機の洗浄

匝更

●作業後は手足はもちろん、全身を石鹸でよく洗うとともに、目の水洗いとうがいをしてくだ
さい。作業期間中は、衣服を毎日取り替えてください。
●余った薬液及び、機械の洗浄水は、水道、河川、水源地、池、沼、下水などに流入して被害
を及ぱさないよう、薬害のない方法で処分してください。
●前回使用しだ薬液が、タンク、ホース、噴口などの内部に残っていると、薬害を起こす危険
性があり荻す。使用後は残っている薬液を充分に洗い流してください。
●使用後は充分洗浄し、屋内の直射日光が当だらず、風通しが良く凍結しない、子供の手が届
かない場所に保管してください。
※プラスチック部分は、直射日光に長時間さらされると、著しく強度が低下する事があり荻す。
荻た、注意ラベルも変色しだり、はげやすくなっだりし談すので、保管には充分注意してく
ださい。

●使用後は、薬液タンク内の残液を抜き、薬液タンク内面に付着しだ薬液を、清水で
きれいに洗い流してください。
●再度、薬液タンク内に清水を入れ、ボンプを数分(2~3分)運転し、ポンプ、ホー
ス、噴口などの内部に残っている薬液も洗い流してください。その後、薬液タンク
内の残液を抜き、再度、ボンプを運転し、噴口から残液が出なくなったら、電源ス
イッチをOFF1こしてください。
●残液を抜いだ後は、必要以上に空運転をしないでください。ポンプの故障原因とな
り荻す。
●作業終了後は、乾電池を抜いてください。

フ-3:長期保管
長期間(60日以上)本機を使用しないときは、上記の手入れに加えて、下記事項を実施してください。

匝要) ●特に冬期の保管では、ボンプ内に薬液が残っていると、凍結により故障、破損の原因となり弐す。自動車用不凍液荻だは、ウィンドウォッシャ液を入れるか、噴口か
ら残液が出なくなる荻でポンプを運転し、残液が無くなっだことを確認してから、
電源スイッチをOFF1こして保管するようにしてください。
●保管時は、電池ケースから乾電池を抜いて保管してください。

.噴口

.

本機では、下記の自在ジエットノズル噴口を標準付属品としています。

●自在ジエットノズル

一⑦一

用途 一般防除用(殺虫剤、殺菌剤)
散水用

直一開の切替ができ、直では立木の防除、
遠方への散水ができます。(右図参照)
直の時、最大到達距離は約7mです。

※標準噴口以外の噴口を使用する際は、

右のポンプ性能表を参照して、本製品

に適合した噴口を選定してください。

適合しない噴口を使用した場合、圧力

スイッチが作動し、頻繁にON・OFFを

繰り返したり、霧の状態が悪いことが

あります。

^

Ⅲ川

川 111111111

<自在ジエットノズル>

吐出量

(ι/min)

図1:噴角調節
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<ボソプ性能表>

一⑧一

自在シ、1外ノズル(噴角:直)

0.1

(6>運転時)

自在ゾ1ツトノズル(噴角:開)
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目点検 整備
.

匝要)

9-1:吸水ストレーナ
タンクバンドを外し、ポンプユニットを薬液タンクから外すと、
吸水ストレーナがあります。何らかの原因でタンク内に入った
ゴミや塵が、ポンプに入らないためのフィルタです。吸水スト
レーナが詰まると、噴霧状態が悪化したり、ポンプにも悪影響
を与えミすので、使用後は、ポンプユニットを外し、吸水スト
レーナを清掃してください。吸水ストレーナは、引っ張ると取
り外しできます。清掃後は、元の状態に戻してください。

●常に機械をきれいにしておくよう心がけましょう。ネジ類の緩みや、破損している
箇所がないか調べてください。また、次に示す項目についても、点検・整備を心が
けるようにしてください。

9-2:噴口

噴口を下図の様に分解して、詰まりや汚れを洗浄してください。

吸水ホース

チq f

"夷ミ
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吸水ストレーナ
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^故陣と対策

網

<自在ジエットノズル>
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吸水ストレーナ

則
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(重要)

0電源スイッチを操作してもボ
ンプが作動しない

゛

オ

事項

《》~~＼。.ψ

キャップ

●噴口の分解・組立の際は、部品を無くさないように注意してください。

●乾電池の消耗(電圧低下)
●ボンプ~レバーコック問に圧力が
かかっている

●配線コネクタの外れ
●配線の断線
●電源スイッチの故障
●モータの故障
●ポンプの凍結、異常
●乾電池の向きが正しくない
(P.6参照)

11 11U11Π11 1

0ポンプは作動しているが噴霧
しない
0噴霧するが、霧に勢いがない
荻たは、噴雲圧が低い

(1A・P・6)

原 因

本体

●噴口のつ荻り(P.9参照)
●乾電池の消耗(電圧低下)
●薬液タンクに液がない
●タンクキャップ空気穴のつ荻り
●配管のつ弐り
●配管の破れ、亀裂
●配管の外れ、つぶれ
●吸水ストレーナのつまり(P.9参照)
●ポンプがエアを噛んでいる
(P.7参照)
●ポンプ吸吐出弁の固着

0噴霧中モータがON・OFFを繰
り返す

◎新品の乾電池に交換する
◎レバーコックを開いて圧力を抜く

0連続噴霧ができない

対

◎コネクタを正しく接続する
◎販売店にご相談ください
◎販売店にご相談ください
◎販売店にご相談ください
◎販売店にご相談ください
◎乾電池の向きを正しく入れる

0レバーコックを開いても噴霧
再開しない

一⑨一

策

0レバーコックを閉じてもボン
プが止荻らず、運転し続ける

●噴口の詰荻り(P.9参照)
●配管の詰薮り
●噴口が適合していない(P.8参照)

◎噴口を清掃、荻だは交換する
◎新品の乾電池に交換する
◎液を補給する
◎タンクキャップを外して清掃する
◎販売店にご相談ください
◎販売店にご相談ください
◎販売店にご相談ください
◎吸水ストレーナを外して清掃する
◎エア抜きを行う

◎吸引機を使用して固着を剥がす
※吸引機付属説明書をご参照
ください

原因欄に頁参照のつぃたものは、本文を参照してください。その他ご不明な点は、お買い上げの販売店にご相談ください。

●乾電池の消耗
●圧カスイッチの異常

●圧カスイッチの異常

●ポンプがエアを噛んでいる
(P.7参照)
●圧カスイッチの異常
●各接続部からの水漏れ

●レバーコックからの水漏れ

◎噴口を清掃、薮たは交換する
◎販売店にご相談ください
◎適合した噴口を使用する

◎新品の乾電池に交換する
◎販売店にご相談ください

◎販売店にご相談ください

◎エア抜きを行う

◎販売店にご相談ください
◎接続部の増し締め、荻だは接続部の
パッキンを交換する
◎販売店にご相談ください
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